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労働安全衛生委員会  7 月活動報告 

 

【 7 月に実施した活動 】 

①  腰痛予防動画研修の作成 

6 月に行った腰痛アンケートの結果で職種毎の腰痛保有率に差がありました。身体の使い方を理解し業

務に取り入れることで、腰痛の緩和や新規発生を予防することが期待できるため、患者様を抱える機会の

多い職種に対して介助時の身体の使い方や環境の調整について動画にまとめました。 

配信は8月に実施予定としています。 

 

 

 

 

 

 

※動画研修の一部 

 

②  移乗支援機器のデモンストレーション 

ノーリフトケアの推進を目的に、ベッドに座った状態から車椅子への乗り移りや車椅子からトイレへの乗

り移りが行える移乗支援機器のデモ機導入と病棟毎のデモンストレーションを実施しました。 

【職員から挙がった意見】 

⚫ 「移乗時の負担が減った」 

⚫ 「購入・導入してほしい」 

⚫ 「操作に慣れないと不安」 

⚫ 「腋窩や側腹部を支える部分に圧迫感を感じる」 

職員からは導入に前向きな意見が多くありましたが、操作上の不安や圧迫感などの使用上の感想につい

ての意見もありました。 

職員の意見をもとに労働安全衛生委員会で協議の上、導入を検討します。導入が決まれば、職員の不安等

が解決できるよう適正な対応を行い、患者様の安全で安楽な移乗はもとより、職員が安心して使用でき

る状況を作っていきます。 

 

 

③  電動介護リフトの実技研修の実施 

各病棟に配属されているリハビリスタッフに対し、床壮行式電動介護リフトを用いて実技研修を実施し

ました。スリングシートの種類や脱着方法、リフト操作時の注意点と環境調整を伝達し、スタッフ同士で実

際に操作を行い安全な操作方法の定着を図りました。また吊り上げられる体験を行うことで患者様がどう

感じている可能性があるか、どのような対応をしてほしいか気づく機会にもなりました。 

 電動介護リフトの活用件数の増加と安全な使用を推進することを目的に、今後も定期的な実技研修を開

催していく予定です。 

 

今後も労働安全衛生委員会として、職員の腰痛予防に努めていきます。 


